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A Preliminary Study of Teledramas in the Early 



























































































 1956年2月2日20：00～ 21：10放送 
 　（原作：長谷川伸、脚本：西川清之、音楽：清
瀬保二、主演：田崎潤） 














































































 1954年11月3日19：30～ 20：15放送 
 　（原作：長谷川伸、脚色：西川清之、音楽：平井
康三郎、出演：山形勲・久松保夫他） 













































































































































































からでしかない  12） 。この動きは諸外国に比べても










いた番組は全て消えた  14） 。制作者もそれが当たり
前だという認識に立ち、記録して残そうという発







































 2 ） ヨミウリ・オンライン「テレビの見る夢―大テレビド
ラマ博覧会開催にあたって」http://www.yomiuri.co.jp/
adv/wol/culture/170510.html（最終閲覧日10月1日） 









 4 ） 森田創「紀元2600年のテレビドラマ」講談社、2016年、
P. 163 
 5 ） 日本放送協会「20世紀放送史・上」2001年、P. 138 
















 8 ） 村上正樹・飯塚恵理人「『名古屋芸能文化としてのテ
レビ局草創期ドラマ制作』の基礎的研究～中部日本放送
草創期のテレビドラマ『演出家・大脇明』の仕事～」名
古屋郷土文化会、「郷土文化」第72巻第1号、P. 85 ― 92、
2017年8月発行 








る INA（Institut National de l'Audiovisuel、国立視聴覚研
究所）は1974年設立、翌75年に事業を開始し、現在は
世界最大規模のデジタル映像データバンク。フランスの
テレビ・ラジオ番組の収集・保護・デジタル化・復元と
ともに、アーカイブからの配給・配信も行う。対象は過
去60年間のラジオ番組と50年間のテレビ番組で、収蔵
159
文化情報学部紀要，第17巻，2017年
点数はおよそ300万時間という圧倒的な数字を誇る。 
 14） 「ラジオ放送が開始されたのは、1925年（大正14年）、
その後1953年（昭和28年）にはテレビの本放送が始ま
りました。放送が開始された当初は生放送でした。その
後、記録媒体（テープ）が開発されましたが、貴重だっ
たため繰り返し使われていたことから、放送開始初期の
番組で現在残っているものはほとんどありません。近年、
過去に放送された番組がDVDなどで復刻発売される
ケースが増えています。」 
 https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post―442.php　
国会図書館リサーチナビの「放送番組（テレビ・ラジオ
番組）〔録音・映像資料〕」の項の説明文。（最終閲覧日
2017年10月8日） 
 15） 数少ない例外は前出の「私は貝になりたい」で、制作
された58年に日本国内に導入されたばかりの2インチ
VTRで番組の全編が記録されていた（よって現在も
DVD版等で視聴可能である）。また、岡本・橋本コンビ
は翌59年にも同じ『サンヨーテレビ劇場』で放送され
た「いろはにほへと」で2年連続の芸術祭賞を受賞した。
この作品の映像も当時のものとしては非常に例外的に
TBSに保存・保管されている。 
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